
薬事日報　薬学生新聞

　医薬品卸の管理薬剤師との出会いは、菊地さんが
東北薬科大学５年生のときに経験したスズケンのイ
ンターンシップ。もともとは白衣を着た薬剤師に憧
れていた。病院と薬局で長期実務実習を経験し、胸
の中で高まる薬剤師として働くイメージ。でも、突
然こみ上げてきたのは、「いや待てよ」という思いだ
った。「必ずしも薬局と病院の薬剤師業務の二択か
ら進路を選ばなくてもいいのではないか」。就職先
の選択肢を広げてみようと思ったのがきっかけだ。
　３日間のインターンシップ。そこで初めて見た“白
衣を着ない薬剤師”に心を奪われた。
　桁違いな数と種類の医療用医薬品（麻薬を含む）、
厚労省や製薬企業からの膨大な情報、現場の最前線
で働く薬剤師への情報提供によるサポート。「患者
さんに直接かかわることもなく、大学で学んだ知識
を本当に仕事で生かすことができるのか、進路とし
ての判断に多少迷う部分もありましたが、この仕事
を知った瞬間に、とても面白そうだと感じました」
と振り返る。
　医薬品卸の管理薬剤師業務は、薬事関連法規に基
づき医薬品の適正販売が行われているかをチェック

する「薬事管理」、医薬品の品質を
維持したままお届けするために医
薬品が倉庫内で適切な温度で保管
されているか、使用期限が切れた
商品が流通しないようにチェック

する等の「品質管理」、医療機関からの問い合わせ
対応、新薬の情報をＭＳに伝える「情報管理」、医
薬品や薬事関連法規などについて社員に教える「教
育研修」の４つに分けられる。
　４つの業務はすべて管理薬剤師にとって大事な仕
事であるが、特に菊地さんが尽力しているのが、情
報管理業務。この２年４カ月で、868件もの問い合
わせに対応してきた。
　１件１件の積み重ねが経験となり、管理薬剤師と
しての責任感、私でもやれるんだという自信へとつ
ながっている。対応してきた１件１件を忘れないよ

うに、問い合わせ先、問い合わせ
内容、回答した内容、回答した内
容の情報源などを表計算ソフトの
エクセルファイルに記録し、参考
にしている。「同じようなお問い合わせを受けた時
に、どういう対応をすべきかをファイルで確認する
ようにしています」。菊地さんだけしか持たない大
きな財産となっている。　　　　（12ページへ続く）
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　スズケン東北薬事課北仙台支店の菊地晴乃さんは、
調剤薬局や病院で働く薬剤師とは違う“白衣を着ない
薬剤師”。医薬品卸会社の管理薬剤師として活躍して
いる。薬学の知識をフル活用し、医薬品が規制に合っ
た形で販売されているかのチェックや、医薬品の品質
管理や医療機関からの問い合わせ対応、社内向けの教
育研修とその仕事は多岐にわたる。信頼される管理薬
剤師になるために、入社してからの２年間、全速力で
走ってきた。もちろん、責任感は大きいが、「この仕
事を選んでよかった。頼りにされる存在になりたい」
という力強い言葉と、笑顔たっぷりのその表情がなん
とも印象的だった。
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私は“白衣を着ない
薬剤師”
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